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 要 旨   

目的： 

日本人リンチ症候群患者において飲酒が早期大腸癌発症に及ぼす影響を解明する。 

 

方法： 

MLH1, MSH2, MSH6の遺伝子変異をもつ日本人リンチ症候群 66人を対象に、早期大腸癌

の発症リスクと飲酒習慣、喫煙習慣、性別、BMI、遺伝子変異型（MLH1, MSH2, MSH6）、

大腸癌家族歴との関連をコックス比例ハザードモデルにて検討した。 

 

結果： 

飲酒習慣は早期大腸癌発症と統計的に有意な関連を示したが、喫煙習慣は関連を認めなか

った（早期大腸癌発症ハザード比（95%信頼区間）；飲酒習慣あり 2.44 (1.13-5.16), 喫煙習

慣あり 0.8 (0.38-1.62)）。 

 

結論： 

日本人リンチ症候群患者において飲酒習慣は早期大腸癌発症に影響を及ぼしていることが

明らかとなった。 

 

 

 

 


